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Ⅳ 広報・啓発活動 

 子どもの権利侵害からの救済にかかる実効性を確保するためには、まず、子どもや保護

者、そして子どもが育ち学ぶ施設の職員など、多くの方々に子どもアシストセンターの存

在を広く知ってもらうことが重要です。 
  認知度が高まることにより、子どもアシストセンターにＳＯＳを伝えることができる子

どもが増えると考えられることから、実際の相談・救済活動とともに、広報・啓発活動は

とても重要であると考えており、さまざまな方法により、子どもアシストセンターの普

及・啓発に努めています。 
 

１ 広報・啓発活動 

 (1) 子どもアシストセンターの広報物   

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

保護者向け 
チラシ 
【配布時期】随時 

【対象】主に大人 

※あしすと出前講

座の出席者等に

配布 

   

 

子ども向け 
チラシ 

【配布時期】 

５月～６月 

【対象】 

← 小学生 

 

中学・高校生 

 → 

 

大人用相談カード 
（名刺大） 
【配布時期】随時 

【対象】主に大人  

※コンビニ、ドラッグストア

の市内店舗、まちづくりセ

ンター等の公共施設に配架  

 
相談カード（名刺大） 

【配布時期】５月～６月 

【対象】 上 小学生 

     下 中学・高校生    

 

ステッカー 

市内の小中学校、高校、特別支援学校、児

童会館等に配布 

↑中学校・高等学校等 

↓小学校・児童会館等 

 

保護者向け広報紙 
【配布時期】 

不定期（年１～２回） 

【対象】 

全小中学生の保護者   

高校、公共施設等 

 

※令和４年度は２回

発行 
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  (2) 新たに行った広報活動  

     令和４年度は既存の広報活動に加え、次の新たな広報活動を実施しました。 

活動名 内容 広報物 

ホームページ

「子どものみ

なさまへ」のデ

ザインリニュ

ーアル 

 

 

名刺カードの

再配布（新学期

開始から６か

月経過後） 

  

ＬＩＮＥ広告

の実施 

  

 

 子どもに読みやすいよう

ポップなデザインとし、子ど

もが相談するときに悩むで

あろう事柄をマスコットキ

ャラクターハッピーとの掛

け合いでわかりやすく明示

したなど、ページを閲覧した

子どもが気軽に相談したく

なるようリニューアルしま

した（令和４年８月）。 

 春に配布したときには「自

分に関係ない」と思っていた

子どもでも、２学期が始ま

り、秋頃には悩みを抱えてい

るかもしれないという考え

から、アシストセンターを悩

み解決の糸口として利用し

てもらえるよう、市内の全小

中高校生にデザインを一新

した名刺カードを配布しま

した。（令和４年 10～11 月）。 

 市内の中高生をターゲッ

トとしてアシストセンター

を周知する他、いつでも相談

できるよう、お守り代わりと

してＬＩＮＥ友だち登録を

勧め、アシストセンターとつ

ながっている子どもを増や

すことができるようＬＩＮ

Ｅ広告を実施しました（令和

４年８月及び令和５年１

月）。 

 誰かに聞い

てもらいたい

ときってある

よね。 

 LINE でつな

がっていると

ホ ッ と す る

ね！ 

←表面 

裏面→ 

 

 

↑広告 1  ↓広告 2 

↑PageTop 画像 
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 ２ 制度・活動に関する問合せ・視察・情報交換 

（1） 他の地方公共団体等からの視察 
令和４年度は、他の地方公共団体等から５件 38 名の議員や職員が視察に訪れました。 

主な問い合わせ内容は、子どもアシストセンターの設置の経緯や人員体制、運営状

況、学校その他の関係機関との連携などです。 

  

来所日時 地方公共団体名 来所者 人数 

令和４年５月 12 日 東京都八王子市 市議会議員 12 名 

    ５月 20 日 北海道北広島市 子育て支援部職員  4 名 

    ７月 １日 宮城県仙台市 子供未来局職員  2 名 

    ７月 20 日 埼玉県川口市 市議会議員 14 名 

    ８月 ３日 埼玉県さいたま市 市議会議員  6 名 

 

 

３ ＬＩＮＥ友だち登録機能の活用 

(1） ＬＩＮＥ広告の実施 

   子ども用カードによる広報は、配布直後には、子どもから多くの相談が寄せられ、

一定程度の効果はありますが、中々、効果が長続きしない傾向にあります。 

   そのため、悩みがないときにも、「お守り」代わりとして、スマートフォンにアシ

ストセンターの情報を入れておくことができるＬＩＮＥ友だち登録を呼びかけるＬ

ＩＮＥ広告を行いました。 

   配信は、子どもが学校に行き渋る傾向がみられる夏休みと冬休みが終了する時期

（夏；令和４年８月８日～同年８月 24 日、冬；令和５年１月８日～同年１月 28 日）

に、相談場所としてのアシストセンターの周知と兼ねて実施しました。 

   その結果、413 名がＬＩＮＥ友だち登録しました。 



   
 

 


